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本
書
は
、
幕
末
・
維
新
期
の
国
学
者
近
藤
芳
樹
を
研
究
の
対
象
と
し
て
、
芳

樹
編
著
書
に
即
し
つ
つ
、
そ
の
多
面
的
な
活
動
の
内
実
に
迫
っ
た
論
文
・
資
料

集
で
あ
る
。

　

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）、
周
防
国
吉
敷
郡
岩
淵
村
の
農
家
に
生
ま
れ
た
芳

樹
は
、
同
郡
台
道
村
の
大
庄
屋
上
田
堂
山
の
支
援
を
得
て
上
方
に
遊
学
し
、
村

田
春
門
・
本
居
大
平
・
山
田
以
文
等
に
師
事
し
て
和
歌
・
国
学
を
は
じ
め
と
す

る
諸
学
の
修
得
に
励
ん
だ
。
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）、
年
来
の
苦
学
研
鑽

を
認
め
ら
れ
て
萩
に
召
還
さ
れ
た
芳
樹
は
、
藩
士
近
藤
家
の
跡
職
を
嗣
ぎ
、
藩

主
毛
利
敬
親
に
国
学
を
教
授
し
、
藩
校
明
倫
館
の
講
師
を
つ
と
め
る
か
た
わ

ら
、
萩
江
向
の
地
に
私
塾
を
営
み
も
し
た
。
維
新
後
の
明
治
八
年
（
一
八
七

五
）
に
は
宮
内
省
歌
道
御
用
掛
を
拝
命
、
明
治
天
皇
の
巡
幸
に
随
行
し
て
従
駕

記
を
著
す
な
ど
活
躍
し
た
が
、
同
十
三
年
（
一
八
八
〇
）、
八
十
年
の
生
涯
を

閉
じ
た
。

　

近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
期
を
生
き
、
萩
藩
の
政
治
と
文
学
に
貢
献
し
た
芳

樹
の
研
究
は
、
従
来
、
伝
記
・
交
友
・
学
問
・
思
想
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
本
書
は
芳
樹
を
主
対
象
と
す
る
初
め
て
の
論
文
集
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。
芳
樹
の
行
動
や
言
説
に
注
目
す
る
傾
向
の
あ
っ
た
こ
れ
ま
で

の
研
究
に
対
し
、
同
時
代
人
の
歌
集
の
編
纂
や
出
版
に
積
極
的
に
携
わ
っ
た
点

を
「
芳
樹
の
文
学
活
動
の
枢
要
」（「
序
に
か
え
て
」）
と
し
て
評
価
す
る
点
に
、

本
書
の
特
色
が
あ
る
。
全
四
部
構
成
、
第
一
部
か
ら
第
三
部
は
論
考
編
、
第
四

部
は
資
料
編
と
し
て
芳
樹
関
係
資
料
九
篇
の
解
説
と
翻
刻
を
収
め
る
。
こ
こ
で

は
論
考
篇
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

　

第
一
部
「
近
藤
芳
樹
の
編
集
し
た
類
題
和
歌
集
の
考
察
」
で
は
、
芳
樹
の
編

集
し
た
類
題
和
歌
集
の
う
ち
、
佚
書
『
類
題
雪
間
の
若
菜
』
が
安
政
三
年
（
一

八
五
六
）
刊
『
類
題
風
月
集
』
と
同
一
書
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
刊
『
類
題
阿
武
の
杣
板
』
と
明
治
七
年
（
一
八
七

四
）
刊
『
類
題
和
歌
月
波
集
』
に
つ
い
て
基
礎
的
考
察
を
展
開
す
る
。
前
者
で

は
、
芳
樹
の
庇
護
者
上
田
堂
山
関
係
者
が
多
く
入
集
す
る
と
い
う
事
実
に
着
目

し
、
後
者
で
は
、
国
事
殉
難
志
士
へ
の
哀
悼
を
読
み
取
る
な
ど
、
編
集
の
意
図

や
背
景
に
も
言
及
す
る
。

　

第
二
部
「
近
藤
芳
樹
の
作
品
の
考
察
」
で
は
、
芳
樹
の
著
作
『
た
の
む
の
か

り
』『
近
藤
芳
樹
自
筆
歌
集
』『
牛
乳
考
』
を
と
り
あ
げ
、
各
書
の
諸
本
・
書
誌
・

内
容
・
成
立
を
詳
説
す
る
。
語
学
書
『
た
の
む
の
か
り
』
を
め
ぐ
る
考
察
で

は
、
諸
本
の
精
査
か
ら
版
本
成
立
の
過
程
を
論
じ
つ
つ
、
芳
樹
伝
に
修
正
を
加
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え
る
。
山
口
県
立
山
口
博
物
館
蔵
『
近
藤
芳
樹
自
筆
歌
集
』
は
新
出
資
料
。
明

治
七
年
十
二
月
、
山
口
滞
在
中
の
木
戸
孝
允
に
献
呈
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。
本

邦
に
お
け
る
牛
乳
飲
用
の
起
源
や
そ
の
効
用
を
説
く
『
牛
乳
考
』
は
、
明
治
五

年
（
一
八
七
二
）
刊
。
先
行
す
る
著
述
か
ら
牛
乳
に
関
わ
る
言
説
を
参
照
し
つ

つ
、『
牛
乳
考
』
の
成
立
過
程
を
論
じ
る
。

　

第
三
部
「
近
藤
芳
樹
が
編
集
・
出
版
・
成
立
に
関
与
し
た
作
品
の
考
察
」
で
は
、

吉
田
松
陰
歌
集
『
涙
松
集
』、
萩
藩
家
老
福
原
元
僴
歌
集
『
緑
浜
詠
草
』、
萩
藩

士
宍
戸
真
澂
歌
集
『
間
荒
加
多
満
』、
徳
山
藩
主
毛
利
広
鎮
歌
集
『
類
題
玉
函

集
』、
芳
樹
編
『
明
治
孝
節
録
』
の
五
書
を
分
析
す
る
。
い
ず
れ
も
芳
樹
研
究

と
し
て
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
が
、
丹
念
な
書
誌
調

査
や
関
連
資
料
の
解
読
を
通
し
て
、
歌
集
編
纂
が
防
長
両
国
の
人
々
の
事
績
を

顕
彰
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
営
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
か
び
あ
が
る
。
政
局
や

戦
局
ゆ
え
に
慚
死
を
遂
げ
た
志
士
の
遺
族
や
遺
弟
に
と
っ
て
は
、
死
者
の
辱
を

雪
ぎ
、
そ
の
人
生
を
伝
世
す
る
た
め
に
、
歌
集
は
と
り
わ
け
重
い
意
味
を
帯
び

た
で
あ
ろ
う
。

　
「
跋
に
か
え
て
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
著
者
が
日
本
大
学
法
学
部
に
着
任

後
の
十
二
年
間
に
発
表
さ
れ
た
論
考
を
基
礎
と
す
る
と
い
う
。
同
大
学
の
紀

要
・
学
会
誌
を
初
出
誌
と
す
る
論
考
が
多
い
が
、『
山
口
国
文
』
に
発
表
さ
れ

た
論
考
一
篇
・
翻
刻
二
篇
も
含
ま
れ
て
お
り
、
基
礎
研
究
を
地
道
に
積
み
重
ね

る
こ
と
の
重
要
性
を
わ
れ
わ
れ
に
教
え
て
く
れ
る
。
各
論
一
貫
し
て
、
冒
頭
に

《
要
旨
》
が
掲
出
さ
れ
、「
お
わ
り
に
」
で
み
ず
か
ら
考
察
を
ま
と
め
る
点
に
も
、

著
者
の
誠
実
な
研
究
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
、
心
洗
わ
れ
る
思
い
が
す
る
。

 

（『
幕
末
維
新
期
の
近
藤
芳
樹
―
和
歌
活
動
と
そ
の
周
辺
』
新
典
社
研
究
叢
書

三
三
七　

二
〇
二
一
年
五
月
刊　

五
八
二
頁　

一
八
七
〇
〇
円
）

 

（
お
ざ
き
・
ち
か
）
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